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１．背景と目的 

ウミガメ類は健全な砂浜環境のシンボルとして、

海岸保全の対象とされることが多い（渡辺ら，

2003）。北太平洋に生息するアカウミガメ個体群の

中で約 95%ものアカウミガメが日本を唯一の産卵

地としている（B.W.Bowen ら，1995）。このことか

ら、アカウミガメの産卵地である日本の砂浜を保

全していくことが大変重要である。しかし、日本

では浸食被害や、それに伴う対策工事によって海

岸の人工化が急速に進み、古くからあった自然海

浜は失いつつある（宇田，清野，三波，2005）。 

地域社会の変化を見るうえでは、単なる年代記

を調べることではなく、どのような歴史的変遷を

経て今日に至っているかを知ることが重要である

（山本，大塚，石川，2015）。このことから、アカ

ウミガメの産卵も定量的に残されたデータのみな

らず、昔から住んでいる地域住民の情報を集積す

ることで過去からの変遷を明らかにしていくこと

は重要であると考えられる。 

そこで本研究では、当研究室が長年活動を行っ

てきた静岡県伊豆半島において、アカウミガメ産

卵地の変遷を明らかにするために地域住民からア

カウミガメに関する情報を集積した、アカウミガ

メ保全のための冊子作成を目的とした。 

 

２．研究方法 

アカウミガメの生態や、静岡県での産卵の実績、

日本での保護政策などアカウミガメ産卵地保全を

行うために必要となる基本的な情報を文献調査に

て得た。また、伊豆半島でのアカウミガメ産卵地

の変遷を明らかにするために元海女の女性と元海

女師の男性に対してインタビュー調査を行った。

また、伊豆半島での産卵の変遷を明らかにするた

めに、伊豆半島の自然に関する知識を有する伊豆

半島ジオガイド協会のガイドの方を対象にアンケ

ート調査を行った。 

 

３．研究結果 

３-１．アカウミガメの生態について 

ウミガメ類は爬虫網カメ目に分類され、熱帯を

中心として分布している。その中でもアカウミガ

メ（Caretta caretta）は温帯を繁殖域に含む唯一の

種である（渡辺，清野，宇田,2000）。アカウミガ

メは日本では環境省（2017）で絶滅危惧ⅠB類に

指定されている。また、静岡県（2017）では絶滅

危惧ⅠA類に指定されている。 

 

３－２．静岡県におけるアカウミガメの産卵実績 

2017 年の産卵のうち、今回の文献調査から伊豆

半島では、6月 8日に沼津市富士海岸、6月 30日

に南伊豆町弓ヶ浜、7月 29日に下田市田牛海岸で

産卵が行われた。伊豆半島以外の静岡県内では牧

之原市相良海岸でアカウミガメ保護団体であるカ

メハメハ王国（2017）が 6～8月の間に 20回の上

陸中 15回の産卵を観測した。また、御前崎市にお

いて 5月 27日に産卵が確認されている。 

 

３－３．アカウミガメ保護政策 

日本においてはアカウミガメ保護政策として国、

都道府県ごとに様々な政策を行っている。日本で



 

はワシントン条約での商業目的の国際取引の規制

や、種の保存法、自然公園法などに基づく政策を

行っている。静岡県ではアカウミガメを指定希少

野生動植物にアカウミガメが指定されているため、

生きている個体は、捕獲、採取、殺傷又は損傷を

してはならない。また、学術目的や繁殖目的での

捕獲には許可が必要である。伊豆半島においては

南伊豆町において南伊豆ウミガメ保護条例が策定

されている。 

 

３－４．伊豆半島におけるアカウミガメの変遷 

 インタビュー調査を行った結果を表１にまとめ

た。終戦後すぐにはアカウミガメやその卵を食料

としていたことから、産卵のための上陸が多かっ

たことが考えられる。1955 年頃には稚ガメが海に

帰る様子を何度も見たことがあると話していた。

1960 年頃には伊豆急下田駅の開業やホテル、民宿

が建ち始めたことから、砂浜周辺の環境が昔と比

べて変化してきていることが分かった。 

 伊豆半島ジオガイド協会のガイドの方からのア

ンケート調査から得られた回答によると、ほとん

どが伊豆半島でアカウミガメが産卵を行っている

ことを知ってはいるが、アカウミガメの産卵や上

陸、稚ガメの帰海様子を見たことがないと回答し

ていた。また、見たことがある人でも 2007 年や

2013年など比較的最近にしか目撃したことないと

いう結果だった。過去から現在までの砂浜の変化

としては、多くの方が砂浜周辺の環境が変化した

と回答しており、昔は自動販売機や街灯がほとん

どなく、夜になると真っ暗であったと回答してい

た。また、砂浜周辺に住宅が建ち始めたことや、

道路が整備されてきたことなど伊豆半島全体で自

然の砂浜が減少していることが明らかになった。 

 

４．考察と結論 

アカウミガメの基本的な情報から政策面までを

文献調査を行ったことでアカウミガメに関する幅

広い内容を網羅した冊子を作成することができた。

また、伊豆半島に長く暮らす方や長年働いている

方にインタビュー調査やアンケート調査を行った

ことで、伊豆半島でのアカウミガメの産卵の変遷

や砂浜周辺の環境の変化を明らかにすることがで

きた。今後はさらに多くの方からデータがなかっ

た過去からの話を集積していくことが重要である。 

表１ 下田市多々戸浜周辺における変遷 

年代 できごと 

1945 年 終戦後はアカウミガメやその卵を食べてい

た。 

1955 年 多々戸浜にたくさんの稚ガメが海に帰るの

を数回見た。 

1960 年代 伊豆急下田の開業、下田大和館をはじめとし

たホテルや民宿の増加、車の普及により観光

客が増加してきた。 

1978 年 民宿の最盛期、観光客が多く来ていた。 

1986 年 ホテルジャパン下田が開業した。 

1997 年 多々戸浜にてアカウミガメが産卵を終えて

帰る様子を目撃した。 

2009 年 多々戸浜にて産卵と孵化及び稚ガメが海に

帰る様子を目撃した。 

表 2 ジオガイドの方へのアンケート結果 

所在地 年齢 産卵を見た

回数 

帰海を見た

回数 

伊豆市 65 0 0 

伊豆の国市 47 0 0 

伊東市 66 0 0 

河津町 66 0 0 

下田市 72 0 0 

下田市 47 0 1 

西伊豆町 75 1 0 

沼津市 70 0 0 

函南町 72 0 0 

三島市 57 0 0 

南伊豆町 70 0 1 

南伊豆町 回答なし 0 1 

回答なし 40 0 0 

回答なし 48 0 0 

回答なし 53 0 0 
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